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P1−514　産褥 9 日目に 腹部人動脈破裂 に よ り突然死 した Ehlers−Danlos 症 候群 が疑 わ れ た一
例

新潟市民病院

郷戸千賀子，渡邊亜 由子，菖蒲川 紀久子，田村 正 毅，柳 瀬　徹 倉 林 　工．花岡仁
一

【諸 言】Ehlers−Danlos 症 候 群 は，皮膚 の 過伸展 ・関節 の 過 可動 ・易 出 血 性 を 3徴候 と し，時に 心血 管系の 異常に よ り大動脈

破裂をきた す こ と もあ る コ ラ
ー

ゲ ン 代謝異常症で あ る，今 回，産褥 9 日に 突然死 し，病理 解剖に て 本症 が 疑わ れた一
例を経験

し た の で 報告する．【症 例 】33歳，1妊 0産，既往 歴 に家 族 性 の 高脂血 症．過去 4 回の 自然気胸，鼠径ヘ ル ニ ァ，小児期か らの

易出亅fiL性 を 認 め る．　 Clomifene＋ prednisolone＋ HMG に て 二 絨毛膜 「 羊膜性双胎妊娠成立．妊娠 34週 0 日，第2 子の IUGR ，
non

−
reassuring 　fetal　status を適応 に 選択的帝 王 切 開術 施行．術前，血 管性紫 斑 を 認め る も1血液凝 固能検査で 異常を認 め な

か っ た．術後経過良好に て 産褥 9 日退院 した が，同 日 自宅 で 倒れ て い る と こ ろ を発見され救急搬送された，来院時心肺停 iL状
態 で あ り，蘇 生 処 置 行 うも反応 せ ず永 眠 した．病理 解剖 に て，皮膚の 脆弱性，両母指関 節過伸展，左広 間膜 か ら横 隔膜 に 及ぶ

広 汎 な後腹膜血 腫 を認め．腹部大動脈解離 破裂が判明し．既往歴 か らも Ehlers−Danlos症 候群 が疑わ れ た，【結論】極 め て 稀
な

，
Ehlers−Dan 且os 症候群 と思 わ れ る ，腹部大 動脈破裂 に よ り突然死 した 褥婦の

・
例を報告 した．

P1−515　異なる経過 を辿っ た 血液透析合併妊娠 3 例の 検討

東京女子医大

山 冂裕 加，牧 野 康 男 ，梅崎　泉，三箇島睦実，小野恵里 奈，秋澤叔香，川 道弥生．三 谷 　穣，松 田義雄，太 田博明

異なる 経過 を辿 り，早産に い た っ た 血液透析 （HD ）合併妊娠 3 例を経験 したの で 報告す る．症例 1）34歳，　 GOPO，糖尿病性

腎症．非妊時 の IlbAlc5．0％ で ，　 HD 前値 は BUN 　80．7mg ／dl，　 Cr　l2mg ／d1で，1 回 4時 間，週 3 回 で 維持 され て い た．　 HD
導 入後 1 ヵ 月 で 妊 娠成 立一羊水過多 の た め 透析 日数の 増加 （週 6回）と体外 限外濾過 の 併用 を要 した が，徐水 に伴う母体循環

不全 に よ る血 圧低下に て，28週 5 日で 緊急帝土切 開施行．児 は 1，019g （週 齢相当）で 生 後 ll ヵ 月の 時 点で 発 達 は良好．母体

は術後無症候 性心 筋梗 塞 を発症 した が，内科的治療に て 軽快 腎機能の 増悪 （
一
）．症例 2）37歳 G2Pl．糖尿病性腎症 と多嚢

胞腎．非妊時の HbAlc 　7．2％ で ，　 HD 前値は BUN 　68、9mg，・’dl，　 Cr　8．9mg／dlで 1回 4時 間，週 3 回 で 維持，　 HD 導人後 3 年で

妊 娠成 立，週 5 回に 透析 回 数を増 や した が，妊娠 28週 よ り胎児発育が 停滞．妊娠 31 週 0 日で IID 中に遅発
一・

過性徐脈 が 頻発

したため 緊急帝土切 開施行．児は 1，202g，SFD ．生 後 5 ヵ 月の 時点 で 発達 は 良好，母体の 術後経過 は 良好．症例 3）28歳 ，　 G
OPO．ネ フ ロ ーゼ症候群 と片腎．　HD 前値 は BUN 　73．3mg ，

・’dt，　 Cr　lO．2mg／dlで，週 3回 で維持。　HD 導入後 4年 で 妊娠成立，妊
娠 中 は透析回数が 週 5 回とす．妊娠 35週 4 日で 母体 血圧 上昇した た め 緊急 帝王 切開施行，児 は 1，732g，SFD ．生 後 3 ヵ 月現 在

発達 は 良好で ，母体 の 術 後 経過 は 良好．結語）透 析中の 妊娠 3 例は い ずれも早期娩出とな っ たが，透析 回数の 増加 に と もな う
母児 双 方の リ ス クの 関与が 示唆 され た．

Pl−516　妊娠 中 に 化 学 療 法 を施 行 した 胃癌 合 併 妊 娠 の
一一

例
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林 和正，山室 理，西 山幸江 茶谷順 也，加藤紀チ．倉内 修．小林 巌

【緒言】妊娠 に 合併する 胃癌 は 稀 で，妊娠中 に化学 療法 を施行 した例 は極 め て少 な い 、今回，妊娠 23週 に 診断され化学療法を

施行 し た 胃癌合併妊 娠 の 1例を経験 した の で 報告 す る，【症 例】33歳 の 未産婦，妊 娠成立 後，他院で 健診を受け て い た，妊娠

22週 3 凵に 突然 の 腹痛 あ り，卵巣腫瘍茎 捻転の 疑い で 当院紹介初診 した．超音波 と MRI で は悪性卵巣腫瘍も し くは Kruken．
berg腫瘍の 疑 い で あ っ た．疼痛 コ ン トロ

ー
ル 不 良の 為，翌 月緊急手術 を施行 した．開腹所見 は lfij側卵巣が φ7cm に 腫大 し

，

不整形で
一

部出血を認め た．術中病理 に て Metastatic　adenocarcinoma の 診断を得 た為，両側付属器摘出術を施行した．術後
に 胃カ メ ラ を施行 し，生 検 した とこ ろ signet 　ring 　cell　carcinoma の 診断を得た ．また，超音波 に て 頸 部 リ ン パ 節 の 腫 大 を認 め

た．夫婦 に イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トをしたとこ ろ，妊娠継続 しな が ら 胃癌 の 治療を する事を 結論 され た．妊 娠 25週か ら TS

1 を 80mgfbody 　．x 　14 日間 ・ドセ タ キ セ ル 80mg．・ibody を 1 週 問 あ け て 計 2 コ ー
ス 施 行 した．頸部 リ ンパ 節 は 縮小 し，二 戸1凵

の 胃カ メ ラで も明 らか な癌の 進行 は なか っ た．しか し，妊 娠 29週 の MRI で 多発骨転移を認め た．化学療法の 重篤 な副 作 用 は

な か っ た．徐々 に疼痛増悪 した為 1 妊娠継続不 能 と判断し，妊娠 35週 2 日帝土 切 開 術 を施 行 した，腹 腔 内 に 肉 眼 的 に は病変
を認 め なか っ た．児は 2112g 女児 Ap8 −9−9で 明 らか な化学療法に よる と思 わ れ る所見 は無 か っ た．胎盤も特 に 異常は無か っ

た．術直後か ら母 体の 全身 状 態 は悪 化 し術 後 7 日 目 に永 眠 さ れ た．【結語】妊娠中の TS −1 ・ドセ タ キ セ ル の 使用 は母児と もに

副 作用 が軽 微 で あ っ た．頸部 リ ン パ 節が 縮小す る など一
定 の 効果が 認め られ た．
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